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(57)【要約】
線状ポリシロキサンコポリマーは少なくとも１つの末端ヒドロキシアルキル基を有する。
このポリマーは、塩基触媒による重合と、酸触媒による再分布化との組合せを含むプロセ
スによって調製され、眼内レンズを現場において形成するための眼用組成物を調製するた
めに好適である。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つの末端ヒドロキシアルキル基を有する線状ポリシロキサンコポリマー。
【請求項２】
　１ｇ／ｃｍ３よりも大きい密度および１．４０～１．４５の屈折率を有する、請求項１
に記載の線状ポリシロキサンコポリマー。
【請求項３】
　塩基触媒による重合と、酸触媒による再分布化との組合せを含むプロセスによって得ら
れ、１ｇ／ｃｍ３よりも大きい密度および１．４０～１．４５の屈折率を有する、請求項
１に記載の線状ポリシロキサンコポリマー。
【請求項４】
　前記少なくとも１つの末端基が、ヒドロキシエチル、ヒドロキシプロピル、ヒドロキシ
ブチル、ヒドロキシペンチル、ヒドロキシヘキシル、ヒドロキシヘプチルおよびヒドロキ
シオクチルからなる群から選択される、請求項１に記載の線状ポリシロキサンコポリマー
。
【請求項５】
　前記末端基がヒドロキシヘキシルである、請求項４に記載の線状ポリシロキサンコポリ
マー。
【請求項６】
　下記の一般式：
【化１】

（式中、Ｒ１、Ｒ２およびＲ６は独立して、Ｃ１～Ｃ６アルキルである；Ｒ３およびＲ４

は独立してフェニルまたはＣ１～Ｃ６アルキルである；Ｒ５はＣＦ３（ＣＨ２）ｘ（式中
、ｘは１～５である）である；ｌは０～０．９５のモル分率範囲である；ｍは０～０．７
のモル分率範囲である；ｎは０～０．６５のモル分率範囲である）
を有する、請求項１に記載の線状ポリシロキサンコポリマー。
【請求項７】
　Ｒ１、Ｒ２およびＲ６がメチルであり、Ｒ３およびＲ４がフェニルであり、かつ、Ｒ５

が３，３，３－トリフルオロプロピルであるランダム分布ターポリマーである、請求項６
に記載の線状ポリシロキサンコポリマー。
【請求項８】
　少なくとも１つの末端ヒドロキシアルキル基を有する線状ポリシロキサンコポリマーを
含み、前記少なくとも１つのヒドロキシアルキル基がアクリル基に変換されている、眼の
水晶体嚢において眼内レンズを形成するために好適な注入可能な眼用組成物。
【請求項９】
　医学的に許容され得る光開始剤をさらに含む、請求項８に記載の注入可能な眼用組成物
。
【請求項１０】
　前記医学的に許容され得る光開始剤がＵＶ光開始剤または青色光光開始剤である、請求
項９に記載の注入可能な眼用組成物。
【請求項１１】
　ＵＶ吸収剤をさらに含む、請求項９に記載の注入可能な眼用組成物。
【請求項１２】
　少なくとも１つの末端ヒドロキシアルキル基を有する線状ポリシロキサンコポリマーを
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それぞれの官能性コポリマーが含む二官能性コポリマーおよび一官能性コポリマーと、前
記官能性コポリマーと本質的には同じ構造を有する非官能性コポリマーとの混合物を含む
、眼の水晶体嚢において眼内レンズを形成するために好適な注入可能な眼用組成物。
【請求項１３】
　（ａ）シロキサンモノマーを塩基触媒による重合反応において重合する工程；
　（ｂ）末端アルキル基を酸触媒による再分布化プロセスによって工程（ａ）のポリマー
に導入する工程；および
　（ｃ）工程（ｂ）で得られたポリマーを加水分解して、ヒドロキシアルキル末端ポリシ
ロキサンを得る工程
を含む、線状シロキサンポリマーの製造方法。
【請求項１４】
　前記シロキサンモノマーの前記重合が開環重合である、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記シロキサンモノマーの前記開環重合および官能基化がプロセスの同じ工程において
行われる、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　酸触媒による前記再分布化プロセスが１，３－ビス（６－ヒドロキシアルキル）－テト
ラジメチルジシロキサン型エンドキャップ剤の存在下で行われる、請求項１３に記載の方
法。
【請求項１７】
　ａ．少なくとも１つの末端ヒドロキシアルキル基を有する線状ポリシロキサンコポリマ
ーを請求項１３に記載の方法によって製造する工程；
　ｂ．前記コポリマーの前記少なくとも１つの末端ヒドロキシアルキル基を少なくとも１
つのアクリルアルキル基に変換する工程；
　ｃ．ｂ．で得られたコポリマーを医学的に許容され得る光開始剤と混合する工程；
　ｄ．ｃ．で得られた混合物を眼の空の水晶体嚢の中に注入する工程；および
　ｅ．重合を開始させ、従って、眼内レンズを眼の水晶体嚢において作製する工程
を含む、眼内レンズを作製する方法。
【請求項１８】
　ａ．少なくとも１つの末端ヒドロキシアルキル基を有する線状ポリシロキサンコポリマ
ーを含み、前記少なくとも１つのヒドロキシアルキル基がアクリル基に変換されている組
成物を眼の空の水晶体嚢の中に注入する工程；および
　ｂ．重合反応を開始させ、それにより、眼内レンズを得る工程
を含む、眼内レンズを作製するための方法。
【請求項１９】
　前記重合反応が光重合反応である、請求項１８に記載の、眼内レンズを作製するための
方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
（関連出願）
　本出願は、米国特許出願第６０／６３７，８６１号（２００４年１２月２０日出願）お
よびスウェーデン国特許出願番号０４０３０９３－８（２００４年１２月２０日出願）（
これらはともにその全体が本明細書中に組み込まれる）の米国特許法１１９条による優先
権を主張する。
【０００２】
　本発明は、少なくとも１つの末端ヒドロキシアルキル基を有するポリシロキサンに関す
る。１つの実施形態において、本発明のポリシロキサンは１．４０～１．４５の屈折率お
よび１ｇ／ｃｍ３を超える密度を有する。さらに、本発明はまた、そのようなポリシロキ
サンの合成、および、少なくとも１つのポリシロキサンを含有し、眼内レンズを形成する
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際に使用するために好適な注入可能な眼用組成物に関する。
【背景技術】
【０００３】
　ヒトの眼は、高度に進化した複雑な感覚器官である。ヒトの眼は、虹彩に向かって光線
を屈折させる角膜（すなわち、透明な外側組織）、瞳孔のサイズを制御し、従って、眼に
入る光の量を調節する虹彩、および、入射する光を、硝子体液を通って網膜上に収束させ
る水晶体から構成される。網膜は、入射する光を電気的エネルギーに変換し、この電気的
エネルギーは脳幹を通って、視覚像をもたらす後頭皮質に伝えられる。完全な眼では、角
膜から水晶体および硝子体液を通って網膜までの光路には障害がない。これらの構造体の
内部での透明性における何らかの障害または喪失は光線の散乱または吸収を引き起こし、
その結果、視力の低下をもたらす。例えば、角膜は損傷を受け、これにより、浮腫、瘢痕
形成または表皮剥離を生じさせる可能性がある；水晶体は、酸化的損傷、外傷および感染
を受けやすい；硝子体液は、出血または炎症により濁る可能性がある。
【０００４】
　加齢するにつれて、環境的暴露および内因性のフリーラジカル産生によって引き起こさ
れる酸化的損傷の様々な影響が蓄積し、その結果、水晶体の柔軟性の喪失がもたらされ、
また、ゆっくり凝固し、それにより、水晶体の透過性を低下させる変性したタンパク質が
もたらされる。水晶体の天然の柔軟性は、遠近調節と呼ばれるプロセスによって光を網膜
上に収束させるためには不可欠である。遠近調節により、眼は、異なる距離にある物体を
見るために屈折力を自動的に調節することが可能である。酸化的損傷の累積的な影響はこ
の柔軟性を小さくし、従って、これにより、近方の視覚能力が低下するとき、それは老眼
として知られている。老眼は通常、４０歳代半ばの人々に現れ始める。老眼になった人は
、異なる物体距離のための異なる度数のメガネを必要とするか、あるいは、多焦点光学系
または累進光学系を有するメガネまたはコンタクトレンズを必要とする。これらの代替法
のすべてが様々な制限を多くの実際の状況において有する。
【０００５】
　水晶体白内障は、凝固したタンパク質のさらなる発生から生じる水晶体障害である。４
つの一般的なタイプの白内障が存在する（加齢および酸化的ストレスに関連する老年性白
内障；眼への物体の貫通性または非貫通性の衝撃の後、あるいは、強い放射線にさらされ
た後に発生する外傷性白内障；糖尿病などの疾患、または、網膜剥離、緑内障および色素
性網膜炎などの眼の障害に対して二次的である併発白内障；および、薬物または化学物質
の毒性から生じる薬物性白内障。その原因にかかわらず、この疾患は、損なわれた視覚を
もたらし、失明に至る場合がある。
【０００６】
　白内障および／または老眼の処置は水晶体の外科的除去を必要とし、これには、水晶体
超音波吸引、その後の洗浄および吸引が伴う。水晶体がない場合、眼は、入射する光を網
膜上に収束させることができない。結果として、人工レンズが、視覚を回復するために使
用される。３タイプの補綴用レンズが利用可能である：白内障メガネレンズ、外用コンタ
クトレンズおよび眼内レンズ（ＩＯＬ）。眼内レンズ（これは単焦点または多焦点のどち
らでも可能である）が、現在、白内障メガネレンズおよび外用コンタクトレンズに付随す
る様々な困難を克服するために大部分の患者において使用される。多焦点の眼内レンズは
擬似的な遠近調節を提供する。すなわち、遠方および近方の両方の物体を鮮明に見ること
ができ、しかしながら、単焦点のレンズと比較して、常にコントラスの低下が存在する。
多焦点レンズは時には、コントラスの低下にもかかわらず、白内障を有しない老眼の場合
において使用されることがある（いわゆる、透明レンズ交換）。
【０００７】
　先行技術文献において述べられるＩＯＬは通常、下記のカテゴリーのいずれかに属する
：堅いヒドロゲル、折り畳み可能ヒドロゲル、膨張性ヒドロゲルおよび注入可能。外科的
に実用化されている最も初期のＩＯＬは、ポリ（メタクリル酸メチル）から構成される堅
いインプラントであった。これらのタイプのレンズは大きな角膜切開を必要とし、そのた
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め、長期化した回復期間、および、乱視を持ち込む可能性をもたらしていた。回復期間お
よび患者の不快を軽減する試みでは、いくつかの小切開技術が、これらの小さい切開部を
介して埋め込み可能な眼内レンズと併せて開発されている。
【０００８】
　現在のＩＯＬは、小さい切開での埋め込みのために設計されるため、エラストマー特性
を有しており、軟らかいシリコーンゴムまたはアクリルゴムあるいは軟らかいヒドロゲル
材から作製される。これらのタイプのレンズは巻くことができるか、または、折り畳むこ
とができ、水晶体嚢（ｃａｐｓｕｌａｒ　ｂａｇ）の中に挿入することができ、その後、
内部に入れられると、広げることができる。しかし、それらは典型的には遠近調節能力を
全くもたらさない。しかしながら、いわゆる遠近調節レンズが存在する。このレンズは、
毛様体筋の収縮に応答して前方に移動することによって遠近調節能力をもたらすと主張さ
れるが、その光学的効果は最小限であり、約１ジオプトリーであり、これは１メートルの
物体距離に対応する。
【０００９】
　ＩＯＬをさらに開発し、手術切開部のサイズを小さくするために、注入可能なＩＯＬを
使用する様々な技術が提案されている。これらの技術において、低粘度のレンズ材料が、
空にされた水晶体嚢の中に直接に注入され、手術手技の一部としてその場で硬化させられ
る。そのようなプロセスにおいて、水晶体嚢は、レンズの形状を形成し、それにより、そ
の屈折の制御に寄与するための鋳型として使用される。注入可能なＩＯＬとしての使用の
ために好適な材料を開発するためのいくつかの試みが、米国特許第５，２７８，２５８号
、同第５，３９１，５９０号、同第５，４１１，５５３号および同第５，４７６，５１５
号ならびに国際特許出願公開ＷＯ０１／７６６５１に開示されるようになされている。
【００１０】
　遠近調節ＩＯＬ（すなわち、人工水晶体（ＡＣＬ））のための天然の水晶体の白内障摘
出および置換の技術では、十分に低い粘度を有する液体を小さい切開部から水晶体嚢の中
に注入すること、その後、その液体を架橋して、要求される形状のレンズを、鋳型として
の水晶体嚢の形態を使用して作製することが伴う。天然の水晶体の光学的性能を再現する
ために、置換レンズは約１．４２の屈折率が要求され、また、遠近調節力に応答するため
に、レンズの圧縮弾性率（ヤング係数）が１ｋＰａ～５ｋＰａ以下の範囲でなければなら
ない。ＡＣＬの分野におけるほとんどの研究者（例えば、Ｈａｅｆｌｉｇｅｒ他（１９９
４）、Ｊ．Ｒｅｆｒａｃｔｉｖｅ　ａｎｄ　Ｃｏｒｎｅａｌ　Ｓｕｒｇｅｒｙ、１０、５
５０～５５５）は、シリコーンオイルまたはＬＴＶ（低温加硫）シリコーンエラストマー
のいずれかの形態で水晶体嚢を満たすためのシリコーン由来システムを使用している。そ
のようなシステムは、ジメチルシロキサンから得られるレンズが限定された屈折率（１．
４０）を示すという点で、レンズの再充填に関連していくつかの欠点に悩まされている。
そのうえ、ＬＴＶシリコーンエラストマーはゆっくり硬化する；１２時間までの時間が、
その硬化を完了させるために必要となる場合がある。このような遅い硬化は、角膜切開部
を介した水晶体嚢からの材料喪失をもたらす。
【００１１】
　光重合は、硬化速度を増大させ、それにより、処置時間を減少させるための注目される
代替法を提供する。Ｈｅｔｔｌｉｃｈ他、Ｊ．Ｃａｔａｒａｃｔ　Ｒｅｆｒａｃｔ．Ｓｕ
ｒｇ．、１９９４、２０、１１５～１２３、および、ｄｅ　Ｇｒｏｏｔ他、、Ｊ．Ｂｉｏ
ｍａｃｒｏｍｏｌｅｃｕｌｅｓ、２００３、４、６０８～６１６は、人工レンズを作製す
るための光硬化システムを記載する。しかしながら、開示された材料は、好適であるため
には低すぎる粘度ならびに／あるいは低すぎる屈折率および／または大きすぎる屈折率（
これらは近視または遠視を引き起こし得る）を有していた。天然の水晶体に取って代わる
ために使用される人工レンズは、屈折率（ＲＩ）が、天然の水晶体のＲＩに近いＲＩでな
ければならないからである。すなわち、前記レンズは１．４０～１．４５のＲＩを有しな
ければならない。
【００１２】
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　注入可能なＩＯＬのために好適な上記特性（すなわち、速い硬化、水よりも大きい密度
、人の水晶体に近い屈折率、および、遠近調節することができる十分な弾性）を有するシ
リコーン材料を、種々の異なるシロキサンモノマーを共重合することによって得ることが
できる。α，ω－ジヒドロキシヘキシル－シリコーンは、ヒドロキシヘキシルジメチルシ
ロキシ基が十分な安定性を有するので、光硬化性アクリロイルエステルへのポリシロキサ
ンの変換を容易にするための好適な中間体であることが判明している（Ｙｉｌｇｏｒ他、
Ｐｏｌｙｍ．Ｂｕｌｌ．、１９９８、４０、５２５～５３２）。しかしながら、ヒドロキ
シル基の比較的大きい反応性はいくつかの問題を引き起こす可能性があり、従って、Ｋｏ
ｊｉｍａ他（Ｊ．Ｐｏｌｙｍ．Ｓｃｉ．，Ａ－１、１９６６、４、２３２５～２３２７）
は、α，ω－ジヒドロキシル末端シロキサンの合成に関する初期の研究において、１，３
－ビス（４－ヒドロキシブチル）テトラメチルジシロキサンの存在下でのオクタメチルシ
クロ－テトラシロキサンの硫酸触媒による重合を使用した。得られたオリゴマーの分子量
は、末端基の官能性の喪失をもたらした、硫酸によって引き起こされる脱水のために、予
想された値よりも数倍大きかった。Ｙｉｌｇｏｅｒ他は、オクタメチルシクロテトラシロ
キサンおよび１，３－ビス（４－ヒドロキシブチル）－テトラメチルジシロキサン（エン
ドキャップ剤として）のトリフルオロ酢酸触媒による平衡化反応、それに続く、末端トリ
フルオロアセチル基の穏和な加水分解によるα，ω－ジヒドロキシル末端シロキサンの制
御された合成を行っている（Ｒｅａｃｔｉｖｅ　Ｏｌｉｇｏｍｅｒｓ、ＡＣＳ　Ｓｙｍｐ
ｏｓｉｕｍ　Ｓｅｒｉｅｓ　２８２；Ｈａｒｒｉｓ他；ＡＣＳ：Ｗａｓｈｉｎｇｔｏｎ　
Ｄ．Ｃ．、米国、１９８５；１６１頁～１７４頁）。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　しかしながら、制御された分子量と、安定な、容易かつ迅速に光架橋された末端基との
組合せを有する十分に規定された末端官能性シロキサンを調製するためのプロセスが依然
として求められている。
【発明が解決するための手段】
【００１４】
　本発明は、ヒドロキシアルキル末端ポリ（ジメチル－ｃｏ－ジフェニル－ｃｏ－メチル
トリフルオロプロピルシロキサン）（これに限定されない）をはじめとする様々なヒドロ
キシアルキル末端ポリシロキサンに関する。本発明はまた、そのようなコポリマーを製造
するための方法、および、そのようなコポリマーを含む組成物に関する。さらに、本発明
はまた、前記コポリマーを使用することによって眼内レンズを作製する方法に関する。
【００１５】
　本発明によるポリシロキサンは、性質の望ましい組合せを示すことにおいて好都合であ
る。例えば、１つの実施形態において、本発明のポリシロキサンは、制御された分子量を
示し、安定であり、また、容易かつ迅速に光架橋される。さらに、本発明のポリシロキサ
ンは、屈折率が人の眼の範囲にあり、密度が１よりも大きいレンズの形態での重合組成物
を提供することができる。
【００１６】
　これらの利点およびさらなる利点が、下記の詳細な説明を考慮してさらに一層明らかで
ある。
【００１７】
　下記の詳細な説明は、図面を考慮してより十分に理解される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　本発明は、例えば、注入可能な眼内レンズの分野での使用のために好適なポリシロキサ
ンコポリマーに関する。好都合なことに、本発明は、１よりも大きいにもかかわらず、人
の眼の範囲における屈折率、制御された分子量、および、容易かつ迅速に架橋される安定
な末端基を有するヒドロキシアルキル末端ポリシロキサンを調製するための制御された合
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成方法を提供する。
【００１９】
　１つの実施形態において、本発明は、少なくとも１つの末端ヒドロキシアルキル基を有
する線状ポリシロキサンコポリマーを提供し、さらなる実施形態では、１ｇ／ｃｍ３より
も大きい密度および人の眼のＲＩに近い屈折率を有するそのような線状ポリシロキサンコ
ポリマーを提供する。
【００２０】
　別の実施形態において、本発明は、塩基触媒による重合と、酸触媒による再分布化との
組合せを含むプロセスによって調製される、少なくとも１つの末端ヒドロキシアルキル基
を有する線状ポリシロキサンコポリマーを提供する。
【００２１】
　本発明の１つの実施形態によれば、少なくとも１つの末端ヒドロキシアルキル基は、ヒ
ドロキシエチル、ヒドロキシプロピル、ヒドロキシブチル、ヒドロキシペンチル、ヒドロ
キシヘキシル、ヒドロキシヘプチルおよびヒドロキシオクチルからなる群から選択される
。具体的な実施形態によれば、末端基はヒドロキシヘキシルである。
【００２２】
　本発明による別の具体的な実施形態によれば、線状ポリシロキサンコポリマーは下記の
一般式を有する：
【化１】

式中、Ｒ１、Ｒ２およびＲ６は独立して、Ｃ１～Ｃ６アルキルである；Ｒ３およびＲ４は
独立してフェニルまたはＣ１～Ｃ６アルキルである；Ｒ５はＣＦ３（ＣＨ２）ｘ（式中、
ｘは１～５である）である。さらに、ｌは０～０．９のモル分率範囲であり、ｍは０～０
．６のモル分率範囲であり、ｎは０～０．６のモル分率範囲である。より具体的な実施形
態において、線状ポリシロキサンコポリマーは、Ｒ１、Ｒ２およびＲ６がメチルであり、
Ｒ３およびＲ４がフェニルであり、かつ、Ｒ５が３，３，３－トリフルオロプロピルであ
る上記式のターポリマーである。上記で示された一般式は、得られたコポリマーが、ラン
ダム分布コポリマー、ブロックコポリマーなどであり得るように、一般式として解釈され
なければならない。具体的な実施形態において、得られたコポリマーはモノマーのランダ
ム分布を有する。
【００２３】
　別の実施形態において、本発明は、眼の水晶体嚢において眼内レンズを形成するために
好適な注入可能な眼用組成物を提供する。本発明の組成物は、末端ヒドロキシアルキル基
が官能基（例えば、アクリルアルキル基）に変換されている上記で開示されたコポリマー
の少なくとも１つを含む。注入可能な眼用組成物はまた、医学的に受容可能な光開始剤（
例えば、ＵＶ光開始剤または青色光光開始剤）を含むことができる。さらに、注入可能な
組成物はまた、眼用の注入可能な組成物において一般に使用されるＵＶ吸収剤または他の
添加剤をさらに含むことができる。本発明の別の実施形態によれば、注入可能な眼用組成
物は、上記で開示されたコポリマーの二官能性コポリマーおよび一官能性コポリマーと、
官能基に変換されている末端ヒドロキシアルキル基を有しないそのような官能性コポリマ
ーと本質的には同じ構造を有する非官能性コポリマーとの混合物を含む。組成物は望まし
くは、２１ゲージのニードルを通過することができなければならず、従って、具体的な実
施形態では、約６０，０００ｃＳｔ未満の粘度を有しなければならず、より具体的な実施
形態では、粘度は８，０００ｃＳｔ未満である。生理学的危険を軽減するために、アクリ
ル置換シロキサンポリマーのみが、医学的に許容され得る光開始剤および場合により他の
成分と一緒に水晶体嚢の中に導入される。現場での使用のための任意の好適な光開始剤を
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キシド由来化合物、ビスアシルホスフィンオキシド由来化合物およびチタノセン光開始剤
を含む群から選択される。当業者は、本発明の範囲に含まれる、光開始剤として使用可能
な他の好適な化合物を見出すことができる。しかしながら、使用される光開始剤は、青色
光またはＵＶにさらされたとき、アクリル基の重合を開始させることができなければなら
ず、具体的な実施形態では、それらは「光退色性」でなければならない。
【００２４】
　さらに、本発明の別の実施形態は、塩基触媒による重合と、酸触媒による再分布化との
組合せを使用する、本発明のコポリマーを調製するためのプロセスを提供する。１つの具
体的な実施形態によれば、コポリマーは、開環重合、それに続く、１，３－ビス（６－ヒ
ドロキシヘキシル）－１，１，３，３－テトラメチルジシロキサンをエンドブロック剤と
して使用する塩基触媒による重合を使用することによって合成される。ヒドロキシアルキ
ル基（特に、ヒドロキシヘキシル基）は十分な安定性を酸性媒体において示す。従って、
塩基触媒による重合が、酸触媒による再分布化と組み合わされる。すなわち、エステル化
が、末端ヒドロキシアルキル基がその場合には遊離化される酸性加水分解と組み合わされ
る。得られるα，ω－ジヒドロキシルポリマーは、その後、眼用組成物のために好適であ
るように、すなわち、光硬化によって、眼内レンズを作製するために使用される組成物に
おいて好適であるようにアクリル化される。
【００２５】
　本発明による別の実施形態において、ヒドロキシヘキシル末端シロキサンターポリマー
を合成するための代わりの方法が提供される。この方法では、１，３－ビス（６－トリメ
チルシロキシヘキシル）－１，１，３，３－テトラメチルジシロキサンが、塩基触媒によ
る開環重合における１，３－ビス（６－ヒドロキシヘキシル）－１，１，３，３－テトラ
メチルジシロキサンの代わりのエンドキャプ剤として使用される。従って、コポリマーの
開環重合および官能基化が同じ工程において行われ、その後、末端ヒドロキシルを遊離さ
せるための酸性加水分解が続く。
【００２６】
　ヒドロキシルヘキシル末端ターポリマーを合成するためのさらに別の代わりの実施形態
では、下記の式の１，３－ビス（６－トリメチルシロキシヘキシル）テトラメチルジシロ
キサン（ＴＭＳ）が使用される：
【化２】

【００２７】
　この合成では、放出されたトリメチルシラノールが縮合し、ヘキサメチルジシロキサン
を形成し、ヒドロキシル末端が骨格の中に入る。末端ヒドロキシル基を、酸性加水分解を
使用することによって遊離させることができる。末端シラノール基を、ヒドロキシアルキ
ル基およびトリメチルシリル基の両方によってキャップ化することができ、従って、混合
されたエンドキャップ型コポリマーが得られる。そのようなコポリマーの例には、下記の
式を有するものがある：
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【化３】

【００２８】
　そのようなプロセスから得られるビス（ヒドロキシヘキシル）末端ポリ（ジメチル－ｃ
ｏ－ジフェニル－ｃｏ－メチルトリフルオロプロピルシロキサン）、ヒドロキシルヘキシ
ル／トリメチルシリル末端ポリ（ジメチル－ｃｏ－ジフェニル－ｃｏ－メチルトリフルオ
ロプロピルシロキサン）およびビス（トリメチルシリル）末端ポリ（ジメチル－ｃｏ－ジ
フェニル－ｃｏ－メチルトリフルオロプロピルシロキサン）の混合物についてのＧＰＣ粘
度測定結果を表１に示す：
【００２９】
【表１】

【００３０】
　本発明の別の実施形態は、本発明の組成物の本発明のコポリマーを含む眼内レンズを提
供する。本発明の眼内レンズは、人の眼に近い屈折率（好ましくは、１．４０～１．４５
）を有し、好ましくは、遠近調製可能であり、すなわち、本発明の眼内レンズは、毛様体
筋を使用して水晶体嚢において遠近調節し得るような弾性率を有する。
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【００３１】
　さらに、本発明の別の実施形態は、眼の水晶体嚢において眼内レンズを調製するための
方法である。この方法は、末端ヒドロキシアルキル基のコポリマーを本発明に従って調製
する工程、コポリマーの少なくとも１つの末端ヒドロキシアルキル基を少なくとも１つの
アクリルアルキル基に変換する工程、得られたコポリマーおよび医学的に許容され得る光
開始剤を混合して、注入可能な眼用組成物を得る工程、組成物を眼の空の水晶体嚢の中に
注入する工程、その後、光重合を開始し、従って、眼内レンズを眼の水晶体嚢において作
製する工程を含む。従って、眼の水晶体嚢は鋳型として機能する。本発明による１つの実
施形態によれば、眼内レンズが、混合されたエンドキャップ型ポリマー（すなわち、ビス
（ヒドロキシアルキル）末端ターポリマー、ヒドロキシルアルキル－トリメチルシリル末
端ターポリマーおよびビス（トリメチルシリル）末端ターポリマー）を含む組成物を使用
して作製される。
【００３２】
　本発明の別の実施形態は、本発明の組成物を含む手術用キットである。
【実施例】
【００３３】
　下記の実施例は、本発明の原理を例示するために含められ、本発明の範囲を限定すると
して決して解釈してはならない。レンズを作製するために使用された組成物は従来の成分
（例えば、架橋剤およびＵＶ吸収剤など（これらに限定されない））をさらに含み得るこ
とを理解しなければならない。
【００３４】
　オクタメチルシクロテトラシロキサンと、高密度モノマーの（３，３，３－トリフルオ
ロプロピル）メチルシクロトリシロキサンおよび高屈折率モノマーのオクタフェニルシク
ロテトラシロキサンとの組合せは、（眼内レンズとしての）意図された使用のために、ま
た、１よりも大きい密度（これにより、手術時における材料の浮遊が回避される）を有す
るコポリマーを得るために必要である、屈折率および密度の調節をもたらす。α，ω－ジ
ヒドロキシルヘキシル末端ポリシロキサンは、種々の官能基性を有するポリシロキサンに
転換することができる（例えば、アクリロイル末端の光硬化性前駆体）。ヒドロキシルを
シロキサンに導入するための一般的な重合法では、エステルの形成によって末端ヒドロキ
シルを保護しながら、開環平衡を触媒するトリフルオロ酢酸の使用が伴う。
【００３５】
　ヒドロキシヘキシル末端ポリシロキサンの、アクリロイルクロリドを使用するアクリル
化により、アクリロイル末端ターポリマーが得られる。このようなターポリマーは、青色
光光開始剤の助けをかりて室温で光硬化させることができ、弾力性のある無色透明なゲル
を形成し、従って、眼の水晶体嚢において硬化させられる注入可能な眼内レンズのために
使用することができる。
【００３６】
　本明細書中に提供される実験は下記のように要約することができる：オクタメチルシク
ロテトラシロキサン（Ｄ４）、オクタフェニルシクロテトラシロキサン（Ｄ”４）および
（３，３，３－トリフルオロプロピル）メチルシクロトリシロキサン（Ｆ３）の比率が変
化させられ、それにより、シロキサンターポリマーの屈折率および密度を調節する。種々
の組成物による屈折率および密度の予測が、下記の式１および式２を使用して行われる：
　ｎｄ

２０　＝　１．４０４νＤ４　＋　１．６４νＤ”４　＋　１．３８３νＦ３　　
（１）
　ｄ２０

４　＝　０．９５νＤ４　＋　１．１８５νＤ”４　＋　１．２４νＦ３　　　
（２）
式中、ｎｄ

２０およびｄ２０
４はターポリマーの屈折率および密度であり、νＤ４、νＤ

”４およびνＦ３はそれぞれ、Ｄ４、Ｄ”４およびＦ３の体積分率である。体積分率はモ
ノマーのモル分率から計算される。エンドブロック剤の寄与は無視される。数係数は、市
販のポリ（ジメチル－ｃｏ－ジフェニルシロキサン）に由来する値であるＤ”４について
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の屈折率を除き、モノマーの屈折率および密度である。密度と、Ｄ４、Ｄ”４およびＦ３

の体積分率との関係が図１に示され、一方、体積分率の関数としての屈折率のプロットが
図２に示される。これら３つのモノマーの比率の調節により、所望する屈折率範囲（１．
４０＝１．４５）および密度（＞１．０００）を有するターポリマーが得られる。一部の
場合には、実質的に２ｍｏｌ％を超えるＤ”４が、所望する性質を得るために、共重合に
よってターポリマーに含まれる。
【００３７】
　塩基触媒による重合を酸触媒による再分布化と組み合わせることによって、α，ω－ビ
ス（トリフルオロアセチルヘキシル）末端ターポリマーが得られる。第１工程において、
３つのモノマー（Ｄ４、Ｄ”４およびＦ３）が、水酸化テトラメチルアンモニウムを触媒
として使用して、エンドキャップ剤の非存在下で共重合される。第２工程において、ター
ポリマーが、図３に示されるように、エンドキャップ剤の１，３－ビス（６－ヒドロキシ
ヘキシル）－テトラメチルジシロキサンの存在下でのトリフルオロ酢酸触媒による再分布
化によって切断される。第２工程では、トリフルオロ酢酸は２つの機能を有する。トリフ
ルオロ酢酸は、再分布化反応を触媒し、かつ、遊離ヒドロキシヘキシル基を有するトリフ
ルオロアセタートを形成させ、従って、遊離ヒドロキシヘキシル基を保護する。ポリシロ
キサン主鎖内へのヒドロキシヘキシルの取り込みが、１Ｈ－ＮＭＲ（図４）を使用して立
証された。図４は、ジクロロメタン－ｄ２における、反応混合物、および、ヒドロキシヘ
キシルエンドキャップ型ポリ（ジメチル－ｃｏ－ジフェニル－ｃｏ－メチルトリフルオロ
プロピルシロキサン）の加水分解サンプルのＨ－ＮＭＲ（４００ＭＨｚ）を示す。横軸の
単位はパーツ・パー・ミリオン（すなわち、ｐｐｍ）である。粗重合生成物の１Ｈ－ＮＭ
Ｒスペクトルは、３つの比較的強い三重線を、δ３．７１ｐｐｍ、δ３．６６ｐｐｍおよ
びδ３．６１ｐｐｍに示す。δ３．７１ｐｐｍにおける三重線は、ヘキサノール末端基が
、ジフェニルシロキサンユニットに結合することによって主鎖の中に入っていることを示
している。３．６６ｐｐｍおよび３．６１ｐｐｍにおけるピークは、メチルトリフルオロ
プロピルシロキサンユニットおよびジメチルシロキサンユニットに対するヘキサノールの
結合をそれぞれ示す。これらの化学シフトは、ブタノール－Ｄ４系、ブタノール－Ｆ３系
およびブタノール－Ｄ４－Ｄ”４系を、ゲル化を伴わない同一条件のもとで使用するモデ
ル反応において確認される。１Ｈ－ＮＭＲスペクトルにおける積分値（三重線、Ｊ６．３
、ＨＯ－ＣＨ２－）の比率は６：１２：８０であり、これはポリマーの３つの異なる組立
単位のモル比に対応する。
【００３８】
　エンドキャップされた鎖におけるケイ素－酸素－炭素の結合は、シロキサン骨格におけ
る酸素－ケイ素－酸素の結合よりも大きな反応性をアシドリシスにおいて示す。従って、
ヒドロキシアルキル基は、ほんの微量の塩酸を使用するＴＨＦまたはジクロロメタンにお
ける酸触媒による加水分解の時に容易に遊離化される。
【００３９】
　ＧＰＣが、加水分解の前後におけるヒドロキシヘキシル末端ターポリマーの分子量を決
定するために使用され、結果が表１に示される。
【００４０】
実験
　材料：すべての化学物質および溶媒をＦｌｕｋａおよびＡｌｄｒｉｃｈから得て、オク
タメチルシクロテトラシロキサン（Ｄ４）、（３，３，３－トリフルオロプロピル）メチ
ルシクロトリシロキサン（Ｆ３）（これらは減圧下で蒸留される）、および、オクタフェ
ニルシクロテトラシロキサン（Ｄ”４）（これはジクロロメタンから再結晶によって精製
される）を除き、精製することなく使用する。１，３－ビス（６－ヒドロキシヘキシル）
－１，１，３，３－テトラメチルジシロキサンおよび１，３－ビス（６－トリメチルシロ
キシヘキシル）－テトラメチルジシロキサン（ＴＭＳ）を、Ｍｅｒｋｅｒ他、Ｊ．Ｐｏｌ
ｙｍ．Ｓｃｉ．、１９６０、４３、２９７～３１０に従って調製する。Ｐｏｌｙｍｅｒ　
Ｌａｂｏｒａｔｏｒｉｅｓ（Ｓｈｒｏｐｓｈｉｒｅ、ＵＫ）から得られるポリスチレンを
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、多分散性指数が１．０５未満である狭い標準物として使用する。
【００４１】
　装置：プロトンＮＭＲスペクトルを、残留ＣＨ２Ｃｌ２（δ＝５．２５ｐｐｍ）を内部
基準物質として使用して、Ｂｒｕｋｅｒ　ＤＰＸ－４００装置でジクロロメタン－ｄ２に
おいて記録する。ＮＭＲデータの略号は、ｔ（三重線）、ｂｓ（幅広い一重線）、ｓ（一
重線）である。ＦＴＩＲスペクトルを、Ｇｏｌｄｅｎ　Ｇａｔｅ（登録商標）アクセサリ
ーを備え、浸透深さの波長依存性について補正されたＮｉｃｏｌｅｔ　Ｍａｇｎａ　ＤＳ
Ｐ６５０において減衰全反射（ＡＴＲ）モードで得る。ＧＰＣを、オンライン示差粘度測
定法により変更されたＷａｔｅｒｓ　１５０ＣＶにおいて行う。ＴＨＦを、４０℃で、３
本のＷａｔｅｒｓ高分解能カラム（ＨＲ／４／３／２）での溶出液として使用する。常用
的な値を、ポリスチレン標準物を使用する粘度検出器曲線から計算する。注入ポリマー量
は最後まで５ｍｇ／ｍｌの濃度で０．１ｍｌである。屈折率をＢ＋Ｓ　ＲＦＭ３４０屈折
計で測定する。
【００４２】
実施例１：トリフルオロセチル－ヘキシル末端ポリ（ジメチル－ｃｏ－ジフェニル－ｃｏ
－メチルトリフルオロプロピル－シロキサン）（Ｉ）の合成
　機械式撹拌装置を備えるＳｃｈｌｅｎｋバルーン（１００ｍｌ）に、Ｄ４（８．４５ｇ
、２８．５ｍｍｏｌ）、Ｆ３（２．１２ｇ、４．５２ｍｍｏｌ）およびＤ”４（１．６２
ｇ、２．０４ｍｍｏｌ）をＴＨＥ（２ｍｌ）において仕込み、水酸化テトラメチルアンモ
ニウム五水和物（９０ｍｇ）を触媒として使用する。反応装置に窒素を流し、反応装置を
１１０℃に加熱して、重合を開始させる。分子量、および、従って、粘度が２日間の反応
の後で大きくなり、これにより、撹拌の問題が引き起こされる。この時点で、温度を、触
媒を分解するために２０分で１６０℃に上げる。反応混合物を６０℃に冷却し、エンドブ
ロック剤としての１，３－ビス（６－ヒドロキシヘキシル）－１，１，３，３－テトラメ
チルジシロキサン（０．８１ｇ、２．４３ｍｍｏｌ）と、トリフルオロ酢酸（１．１４ｇ
、１０ｍｍｏｌ、０．８ｍｌ）とを２ｍｌのＴＨＦにおいて加える。６０℃で２４時間撹
拌した後、混合物を５０ｍｌのジエチルエーテルに溶解し、水で洗浄し（１００ｍｌで２
回）、硫酸ナトリウムで乾燥する。溶媒をエバポレーションし、α，ω－ビス（トリフル
オロアセチルヘキシル）末端ターポリマーを無色のオイルとして回収する（１２．０ｇ、
９１％）。１Ｈ－ＮＭＲ（４００ＭＨｚ、ＣＤ２Ｃｌ２、ｐｐｍ）：δ７．６５（３．８
Ｈ、ｂｓ、ｏ－フェニル）、７．３８（５．６Ｈ、ｍ、ｍ－フェニル、ｐ－フェニル）、
４．３８（０．７Ｈ、ｔ、Ｊ６．７、Ｆ３ＣＣＯ－Ｏ－ＣＨ２－）、２．２～１．９（４
．３Ｈ、ｍ、－Ｓｉ－ＣＨ２－ＣＨ２－ＣＦ３）、１．５６（２．５Ｈ、ｓ、－ＣＨ２－
）、１．４～１．３（３．０Ｈ、ｍ、－ＣＨ２－）、０．８４～０．５０（４．３Ｈ、ｍ
、－Ｓｉ－ＣＨ２－ＣＨ２－ＣＦ３および－ＣＨ２－Ｓｉ－）、０．２１～０．０６（１
００Ｈ、ｍ、－Ｓｉ－ＣＨ３）、ｎ２０

ｄ　１．４２３７。
【００４３】
実施例２：Ｉの加水分解によるヒドロキシヘキシル末端ポリ（ジメチル－ｃｏ－ジフェニ
ル－ｃｏ－メチルトリフルオロプロピル－シロキサン）（ＩＩ）の合成
　トリフルオロアセチル－ヘキシル末端ターポリマー（５ｇ）を３０ｍｌのＴＨＦに溶解
し、炭酸ナトリウム水溶液（２．５％、３０ｍｌ）を加える。２相混合物を６０℃に加熱
し、４８時間激しく撹拌し、その後、２つの相を分離する。有機相を硫酸ナトリウムで乾
燥し、次いで硫酸マグネシウムで乾燥する。溶媒を真空下で除いて、粘性のオイルを得る
（９．６ｇ、９６％）。１Ｈ－ＮＭＲ（４００ＭＨｚ、ＣＤ２Ｃｌ２、ｐｐｍ）：δ７．
６５（３．９Ｈ、ｂｓ、ｏ－フェニル）、７．３８（５．７Ｈ、ｍ、ｍ－フェニル、ｐ－
フェニル）、２．２～１．９（４．４Ｈ、ｍ、－Ｓｉ－ＣＨ２－ＣＨ２－ＣＦ３）、０．
８４～０．６３（３．６Ｈ、ｍ、－Ｓｉ－ＣＨ２－ＣＨ２－ＣＦ３）、０．２１～０．０
６（１００Ｈ、ｍ、－Ｓｉ－ＣＨ３）、ｎ２０

ｄ　１．４２６３。水相をジエチルエーテ
ルにより抽出し（２０ｍｌで３回）、エーテル層を一緒にして硫酸ナトリウムおよび硫酸
マグネシウムで乾燥する。溶媒を真空下で除いた後、微量の無色のオイルを回収する（０
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．３ｇ、３％）。
【００４４】
　表２は、エンドキャップ型ポリ（ジメチル－ｃｏ－ジフェニル－ｃｏ－メチルトリフル
オロプロピルシロキサン）の加水分解物および非加水分解物についてのＧＰＣ粘度測定結
果を示す。
【００４５】
【表２】

【００４６】
実施例３：エンドブロック剤としての１，３－ビス（６－ヒドロキシヘキシル）－１，１
，３，３－テトラメチルジシロキサンによるＩＩの合成
　上部撹拌装置を備えるＳｃｈｌｅｎｋバルーン（１００ｍｌ）に、Ｄ４（８．４５ｇ、
２８．５ｍｍｏｌ）、Ｆ３（２．１２ｇ、４．５３ｍｍｏｌ）、Ｄ”４（１．６２ｇ、２
．０４ｍｍｏｌ）および１，３－ビス（６－ヒドロキシヘキシル）－１，１，３，３－テ
トラメチルジシロキサン（０．４１ｇ、１．２３ｍｍｏｌ）（これはエンドブロック剤と
して使用される）をＴＨＥ（２ｍｌ）において仕込み、次いで、水酸化テトラメチルアン
モニウム五水和物（９０ｍｇ）（これは触媒として使用される）を加える。反応装置を１
１０℃に加熱し、反応装置に窒素を流す。混合物を、１２時間の反応の後、室温に冷却す
る（これよりも長い反応時間はゲル化を引き起こすので）。１０ｍｌのＴＨＦにおける塩
酸（０．２ｍｌ、３５％）を加えて、ヒドロキシル末端基を加水分解またはプロトン化に
より遊離させる。加水分解をＡＴＲ－ＩＲ分光計によってモニターする。加水分解が終了
したとき（６０分）、シリコーンオイルを５０ｍｌのジエチルエーテルに溶解し、水によ
り抽出し（１００ｍｌで２回）、その後、ブライン（３０ｍｌ）で洗浄する。エーテル層
を硫酸マグネシウムで乾燥し、ろ過し、溶媒を真空下で除いて、１１．７１ｇ（９２．６
％）の無色のオイルを得る。１Ｈ－ＮＭＲ（４００ＭＨｚ、ＣＤ２Ｃ１２、ｐｐｍ）：δ
７．７１～７．５３（４．４Ｈ、ｂｓ、ｏ－フェニル）、７．４８～７．２５（６．８Ｈ
、ｍ、ｍ－フェニル、ｐ－フェニル）、３．６１（０．７Ｈ、ｔ、Ｊ６．３、ＨＯ－ＣＨ

２－）、２．２～１．９（３．８Ｈ、ｍ、－Ｓｉ－ＣＨ２－ＣＨ２－ＣＦ３）、１．５６
（２．５Ｈ、ｓ、－ＣＨ２－）、１．４～１．３（３．４Ｈ、ｍ、－ＣＨ２－）、０．８
４～０．６３（４．０Ｈ、ｍ、－Ｓｉ－ＣＨ２－ＣＨ２－ＣＦ３）、０．５９（０．９Ｈ
、ｔ、Ｊ７．７、－ＣＨ２－Ｓｉ－）、０．２１～０．０６（１００Ｈ、ｍ、－Ｓｉ－Ｃ
Ｈ３）、ｎ２０

ｄ　１．４２７９。
【００４７】
実施例４：エンドブロック剤としての１，３－ビス（６－トリメチルシロキシルヘキシル
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）－１，１，３，３－テトラメチルジシロキサンによるＩＩの合成の典型的手順
　上記で記載されたように、３つのモノマー、すなわち、Ｄ４（１８．４ｇ、６２．０ｍ
ｍｏｌ）、Ｆ３（５．１ｇ、１０．９ｍｍｏｌ）およびＤ”４（４．５ｇ、５．７ｍｍｏ
ｌ）を反応装置に仕込む。１，３－ビス（６－トリメチルシロキシルヘキシル）－１，１
，３，３－テトラメチルジシロキサン（２．７ｇ、５．６ｍｍｏｌ）および水酸化テトラ
メチルアンモニウム五水和物（１２０ｍｇ）を加える。反応装置に窒素を流し、反応装置
を１１０℃に加熱し、１２時間の反応の後、混合物を室温に冷却し、ポリマーをジエチル
エーテル（５０ｍｌ）およびメタノール（１０ｍｌ）の混合物に溶解する。塩酸（０．８
ｍｌ、３５％）を、混合型末端基を遊離させるために加える。１時間激しく撹拌した後、
混合物を１００ｍｌのメタノール：水（１：１）により抽出し、その後、ｐＨが７に等し
くなるまで水により抽出する。エーテル相を硫酸ナトリウムおよび硫酸マグネシウムで乾
燥する。溶媒をエバポレーションして、ヒドロキシヘキシル末端ターポリマーを得る（２
６．６ｇ、８６％）。１Ｈ－ＮＭＲは上記合成物と同一である。ｎ２０

ｄ　１．４２３１
。
【００４８】
実施例５：アクリル酸化ポリ（ジメチル－ｃｏ－ジフェニル－ｃｏ－メチルトリフルオロ
プロピル－シロキサン）（ＩＩＩ）の合成の典型的手順
　ゴム栓および磁石撹拌棒を備えた５０ｍｌの３口丸底フラスコに、１３ｍｌのＣＨ２Ｃ
ｌ２におけるＩＩ（５．０５ｇ、１．０１ｍｍｏｌ）と、ＣａＨ２（２５４．４ｍｇ、６
．０４ｍｍｏｌ）とを仕込む。フラスコを２つのガラス製栓により閉じ、溶液を氷／水に
より０℃に冷却する。アクリロイルクロリド（０．３ｍｌ、３．３９ｍｍｏｌ）（シロキ
サンに対して過剰）を、ゴム栓を介してフラスコに注入する。溶液を室温で２４時間撹拌
し、Ｐ５焼結ガラスフィルターでろ過する。無色の溶液を１００ｍｌの分液ロートに移し
、１０ｍｌの水で２回洗浄する。溶媒を、ロータリーエバポレーターおよび真空オーブン
を使用して除き、透明かつ無色であるオイルを９６％の収率で得る。１Ｈ－ＮＭＲ（４０
０ＭＨｚ、ＣＤＣｌ３、ｐｐｍ）：δ７．６３～７．５１（４．２Ｈ、ｂｉｓ　オルト－
フェニル）、７．４１～７．２６（６．２Ｈ、ｍ、メタ－フェニル、パラ－フェニル）、
６．４１～５．７９（０．２Ｈ、ｍ、ＣＨ２＝ＣＨ－ＣＯＯ－）、４．１４（０．７Ｈ、
ｂｓ、－ＣＯＯ－ＣＨ２－）、２．１２～１．９５（３．０Ｈ、ｍ、－Ｓｉ－ＣＨ２－Ｃ
Ｈ２－ＣＦ３）、１．３４～１．３１（１．４Ｈ、ｍ、－ＣＨ２－）、１．２３～１．２
２（１．５Ｈ、ｍ、－ＣＨ２－）、１．０６（１．６Ｈ、ｂｓ、－ＣＨ２－）、０．６３
～０．６０（１．２Ｈ、ｍ、－ＣＨ２－）、０．７９～０．６６（２．９１Ｈ、ｍ、－Ｓ
ｉ－ＣＨ２－ＣＨ２－ＣＦ３）、０．５２（０．９Ｈ、ｍ、－ＣＨ２－Ｓｉ－）、０．２
２～０．１（８２．１Ｈ、ｂｍ、－Ｓｉ－ＣＨ３）、ｎ２０

ｄ　１．４３３９。
【００４９】
実施例６：ＩＩＩの光硬化
　０．０２ｇのビス（２，４，６－トリメチルベンゾイル）－フェニルホスフィンオキシ
ド（Ｉｒｇａｃｕｒｅ８１９）および０．１ｇのＩＩＩを１０ｍｌの塩化メチレンに溶解
する。溶媒を除き、粘性の液体をポリスチレンキュベットに移す。硬化をＵＶ光（１００
Ｗの高圧Ｘｅランプ、２０ｃｍの距離、１分間の照射）により行う。
【００５０】
実施例７：ＩＩＩを含む組成物の埋め込み
　人死体の眼を水晶体嚢内への小さい開口部切開により準備し、水晶体を除く。シリコン
プラグを、組成物が漏れ出すことを防止するために使用する。
【００５１】
　１．０ｇのＩＩＩをＵＶ光開始剤と一緒に１０ｍｌの塩化メチレンに溶解する。溶媒を
除き、得られた粘性の液体を通常のカニューレによって吸引し、空の水晶体嚢の中に注入
する。組成物をＵＶ光により硬化させ、眼内レンズをこのようにして作製する。
【００５２】
　本明細書中に記載される具体的な実施形態または実施例は単に例示にすぎず、請求項に
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よって規定される発明の限定であることは意図されない。請求項によって規定される本発
明の様々な形態のさらなる実施形態および実施例、ならびに／あるいは、本明細書中に示
される具体的な実施形態および実施例に対して等価であるさらなる実施形態および実施例
が、当業者には明らかであり得るし、また、請求項に記載される発明の範囲に含まれる。
【図面の簡単な説明】
【００５３】
【図１】それぞれのモノマーの体積分率によるターポリマーの予測される密度のグラフで
の関係を示す。
【図２】それぞれのモノマーの体積分率によるターポリマーの予測される屈折率のグラフ
での関係を示す。
【図３】塩基触媒による重合、それに続く、トリフルオロ酢酸再分布化および加水分解の
概略的反応を示す。
【図４】粗重合生成物の１Ｈ－ＮＭＲスペクトルを示す。

【図１】

【図２】

【図３】
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